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戦評

	１回裏、内野安打で出たランナーが３塁まで進み、２死３塁から４番がライト前へタイムリーを放ち、日立市職労が１点を先制。
２回裏、ヒット、エラーそして四球によりノーアウト満塁のピンチ、苫小牧消防協はピッチャーを交代して流れを変えようとするも、押し出しで１点を献上。ピンチは続き、２度の犠牲フライで２点を取られた。この回３点を追加された。
３回には、ノーヒットからエラーの間に１点を取られた。３回を終えて５点を追う展開となってしまった。
ここから反撃に出たかった苫小牧消防協でしたが、５回裏、日立市職労は２死１、３塁から８番が走者一掃のセンターオーバーの３塁打を放ち、さらに２点を追加した。
苫小牧消防協は打線が振るわず、大会規程の７回７点差のコールドで準決勝敗退となった。
しかし、全国でベスト４という輝かしい成績を収めたことに拍手を送るとともに、消防協の名を広められたのではないかと思います。


